
産

育

呪

儀

三

題

水

野

正

好

、
胞
衣
壷
天
井
納
置
考

最
近
で
は
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
の
胞
衣
壷
の
発
掘
例
が
激
増
し
、
こ
の
時

代
、
胞
衣
壷
を
丁
寧
に
地

に
埋
あ
る
慣
行
が
、
各
地
に
広
く
拡
が

っ
て
い
る
状
況

が
読
み
と
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、

一
方
、
中
世
末
か
ら
近
世
、
都
市
と
し

て
股
賑
を
極
め
た
堺
や
伊
丹
で
も
、
同
様
の
慣
行
の
存
続
を
物
語
る
胞
衣
壷
の
発

掘
例
が
相

つ
い
で
お
り
、
長
期

の
脈
々
た
る
慣
行
の
伝
承
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

こ
う
し
た
考
古
学
の
成
果
を
検
討
す
る
と
、
平
安
時
代
後
期
以
降
、
中
世
前
半

の
胞
衣
壷
の
発
見
例
が
極
め
て
乏
し
い
こ
と

に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
奈
良
朝
の
胞

衣
壷
を
地
中
に
埋
め
る
慣
行
は

『
崔
行
功
』
小
児
方
に

「凡
胞
衣
、
宜
蔵
干
天
徳

月
徳
吉
方
、
深
埋
繋
築
、
令
見
長
寿
」
等
と
記
す
中
国
で
の
埋
納
法
を
う
け
て
の

慣
行
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
産
経
、
産
書
を
承
け
て
の
慣
行
受
容
な
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
半
に
盛
行
し
た
胞
衣
壷
地
中
埋
納
慣
行

が
、
平
安
時
代
後
半
、
次
第
に
そ
の
姿
を
失
う
こ
と
は
極
め
て
興
味
ぶ
か
い
事
実

で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
象
を
理
解
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
史
料
が
あ
る
。
『
永
昌

記
』

の
嘉
承
元

(
一
一
〇
六
)
年
の

「七
月
十
日
己
亥
、
午
刻
納
小
見
胞
衣
」
の

記
事

に

「
依
為
癸
方
放
天
井
置
之
」
と
細
註
さ
れ
た
内
容
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
註

に
た
て
ば
、
嘉
承
元
年
の
時
点
、
胞
衣
壷
を
天
井
に
配
置
す
る
と
い
っ

た
、
前
代
と
は
大
き
く
異
な

っ
た
法
式
に
よ
る
胞
衣
の
取
扱
い
が
始

っ
て
い
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
方
角
に
吉
方
の
癸
方
を
え
ら
ぶ
こ
と
に
つ

い
て
は

『
朝
野
群
戴
」
一
二

に

「産
子
勘
文
」
と
題
し
て

「蔵
胞
衣
日
時
、
同
十

一
日
丙
干
、
時
申
酉
」
と
述
べ

「可
置
丙
方
巳
與
午
之
間
」
を
註
し
て
い
る
例
か

ら
も
判
る
よ
う
に
勘
文
に
基
く
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

平
安
時
代
後
半
、
こ
の
よ
う
に
胞
衣
を
天
井
に
置
く
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は

注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
胞
衣
天
井
納
置
慣
行
の
成
立
を
考
え
る

上

で
い
ま

一
書
、
重
要
な
記
録
が
あ
る
。
『
長
秋
記
』
の
記
載
で
あ
る
。
「元
永
二

年
六
月
五
日
、
被
納
御
胞
衣
、
取
入
白
瓶
子
以
木
塞
其
口
、
入
桶
如
推
桶
、
但
頗
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高
結
其
上
魔
他
階
、
侍

一
人
昇
自
透
渡
殿
北
壷
、
結
付
寝
殿
狐
戸
、
件
胞
衣
本
條

可
埋
地
之
由
所
見
云
々
、
難
然
近
来
多
結
付
天
井
等
、
就
中
近
日
土
用
比
也
、
価

埋
地
儀
可
有
揮
、
傍
沙
汰
良
楚
結
付
云
々
」

の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。

従
前
は
胞
衣
壷
は
地

に
埋
む
も
の
と
さ
れ

て
き
た
が
、
近
年
は
天
井
等

に
結
び

つ
け
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
土
用
が
近

い
こ
と
も
あ
り
、
地
に
埋
む
る
こ
と

は
揮
り
あ
り
と
し
て
結
局
寝
殿
の
狐
戸
に
結
び

つ
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

元
永
二
年
は
嘉
承
元
年
よ
り
遅
れ
る
こ
と
十
三
年
、
ほ
ぼ
こ
の
こ
ろ
に
地
中
埋
納

慣
行
か
ら
天
井
結
付
慣
行

へ
と
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

『長
秋
記
』

に
は
先
き
の
文

に
続
き
、
「六

日
、
未
刻
以
長
實
被
仰
云
、
皇
見

胞
衣
納
事
、
醤
家
陰
陽
家
共
、
可
埋
地
之
由
、
見
本
書
之
由
所
申
也
、
而
光
平
朝

臣
、
雛
見
本
書
、
近
来
結
付
外
屋
者
、
更
可
埋
地
之
由
難
申
云
々
、
件
事
何
様
可

被
行
乎
」
と
い

っ
た
記
事
が

つ
づ
い
て
い
る
。
崇
徳
天
皇
誕
生
に
際
し
胞
衣
を
め

ぐ

っ
て
朝
廷
の
醤
家

・
陰
陽
家
が
地
に
埋
む
可
し
と
の
説
、
本
書

(馨
書

・
陰
陽

書
)
に
あ
り
と
述

べ
て
古
来
か
ら
の
埋
納
法
式
を
主
張
す
る
の
に
対
し
、
光
平
朝

臣
は
近
来
の
納
置
法
式

の
採
用
を
主
張
、
両
説
が
対
立
し
て
い
た
こ
と
を
語

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

『長
秋
記
』
に
は
さ
ら
に
筆
を
つ
い
で

「件
両
案
可
量
申
之
由
可
示
左
大
臣
者
…

:

乃
退
出
令
申
此
旨
、
被
申
云
、
納
胞
衣
事
、

近
例
己
上
天
井
中
、
埋
地
事
雛
有
其

儀
末
見
給
、
ロ
ハ付
近
例
被
納
上
天
井
、
何
事

候
乎
、
就
中
當
院
堀
川
院
今
上
、
相

並
不
経
幾
程
、
追
件
例
被
納
宜
候
歎
、
不
可
有
異
議
者
…
…
此
旨
可
秦
者
、
乃
申

此
旨
、
仰
日
、
胞
衣
事
如
被
申
、
可
納
天
井

」
と
記
し
て
い
る
。
両
案
を
呈
示
さ

れ
た
左
大
臣
が
、
前
例
の
在
る
こ
と
を
も
と
に
天
井

に
結
び
付
け
る
よ
う
結
論
づ

け
る
過
程
が
見
事
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
二
世
紀
初
頭
、

こ
う
し
た
天

井
納
置
法
式
が
次
第
に
浸
透
し
て
い
き

つ
つ
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
明
確
と
な
る
の

で
あ
る
。

胞
衣
の
瓶
子

へ
の
納
め
方
な
ど
を
詳
細
に
記
す

『玉
蘂
』
承
元
一二
(
一
二
〇
九
)

年
五
月
廿
五
日
の
條
と
な
る
と
、
「
次
入
鏡
五
文
於
白
甕
瓶
子
、
次
以
胞
衣
入
鏡

上
、
次
新
筆

一
管
入
胞
衣
上
、
次
掩
瓶
蓋
、
以
生
気
方
土
塗
塞
之
、
次
以
行
兼
令

釣
乾
方
」
と
い
っ
た
記
事
と
な

っ
て
い
る
。
乾
方
に
釣
る
と
い
う

一
句
は
産
子
勘

文

に
よ

っ
て
勘
え
ら
れ
た
乾
の
方
向
、
天
井
に
胞
衣
壷
を
釣
り
下
げ
た
次
第
を
の

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

十

一
世
紀
末
か
ら
ト
ニ
世
紀
初
頭
、
地
中
埋
納
法
式
か
ら
天
井
納
置
法
式
に
転

換
す
る
胞
衣
慣
行
は
、
再
び
古
来
か
ら
の
地
中
埋
納
法
式
に
回
帰
す
る
。
『
日
次

記
事
』
に
は
、
「皇
子
降
誕
、
典
薬
頭
奉
納
胞
衣
」
と
記
し

「
凡
依
其
年
澤
御
生

気
之
方
、
而
納
之
、
如
今
多
納
東
方
生
気
方
吉
田
山
」
と
註
す
る
が
、
こ
う
し
た

生
気

の
方
角
を
澤
ん
で
の
埋
納
が
記
事
と
し
て
記
し
と
ど
あ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。

足
利
義
勝
誕
生
の
際

の
記
録

『
御
産
所
日
記
』

に
は
、
普
廣
院
殿
様
御
時
之
事
、

若
君
御
誕
生
永
享
六
年
二
月
九
日
と
題
し
て

⊃

、
納
申
御
胞
衣

ヲ
先
清
水

ニ
テ

七
度
洗

テ
、
後
酒

ニ
テ
三
度
、
其
後
酢

二
浸
、
其
後
白
布
三
尺

ニ
テ
裏
申
、
其
上

ヲ
赤
色
絹

ニ
テ
裏
申
、

一
、
太
平
ト
文
字
ノ
有
銭

ヲ
廿
三
文
ト
、
筆

一
管
ト
、
墨

一
丁
相
副
テ
、
壷

二
納
申
、
吉
方

ハ
御
陽
守
可
申
、
其
方
山
壷
ナ
ガ
ラ
納
申
也
」
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と
い

っ
た
記
事
が
あ
る
。
奈
良
朝

の
胞
衣
壷
内
の
状
況
と
寸
分
違
わ
な
い
手
続
き

が
と
ら
れ
て
い
る
。
先
き
の

『玉
蘂
」

の
胞
衣
壷
内
の
状
況
と
も
酷
似
、
ま
さ
に

連
綿
た
る
胞
衣
慣
行
で
あ
る
が
、
十
二
～
十

四
世
紀
代
と
は
異
な
り
、
再
び
陰
陽

守
の
勘
文
す
る
吉
方
、
そ
の
方
角
の
山
を
澤

ん
で
胞
衣
壷
が
埋
納
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

永
享
六
年
は

一
四

二
四
年
、
約
三
十
年
遅

れ
た
寛
正
六
年

i

一
四
六
五
年
、

『蜷
川
親
元
記
』
は
詳
細
な
胞
衣
慣
行
を
記
し
留
め
て
い
る
。
「寛
正
六
年
八
月
朔

日
丙
干
、
貴
殿
御
胞
衣
お
さ
め
の
為
に
御
産
所

へ
御
参
、
御
胞
衣
長
唐
櫃

二
入
、

政
所
公
人
相
副
、
御
吉
方
巽
也
、
傍
志
る
谷
を
経
て
、
歌
の
中
山

へ
御
出
、
歌

ノ

中
山

ニ
テ
ノ
在
所
、
土
を
堀
て
、
先
壷
を
す

ゑ
て
、
御
胞
衣
の
桶
、
典
薬
是
を
取

て
、
壷

の
中

へ
入
て
ふ
た
を
す
、
即
土
を
か
け
て
う
つ
み
申
て
、
上
に
松
を
栽
ら

る
」
と
い

っ
た
内
容

で
あ
る
が
、
別
所
と
も

い
う
べ
き
歌
の
中
山
の

一
画
に
胞
衣

壷
が
埋
納
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
地
中
埋
納
法
式
が
鮮
や
か
に
復
興

し
て
い
る
こ
と
を
教
え
る
の
で
あ
る
。
天
子

の
胞
衣
を
、
京
洛
の
別
地
-
稲
荷
山
、

賀
茂
山
、
吉
田
山
の
三
所
に
納
め
る
こ
と
は

『
貞
丈
雑
記
』
の
記
す
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
の
場
合
も
同
様
な
法
式

に
従
う
も

の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
読
み
と
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

貴
紳
の
胞
衣
壷
の
諸
史
料
を
検
討
す
る
時
、
八
世
紀
に
始
ま

っ
た
胞
衣
壷
土
中

埋
納
慣
行
が
十

一
世
紀
末
に
は
姿
を
ひ
そ
め
、
替

っ
て
胞
衣
壷
を
天
井
に
釣
す
慣

行
が
誕
生
し
盛
行
す
る
が
、

一
五
世
紀
、
こ
の
天
井
納
置
慣
行
が
終
焉
し
、
再
度

地
中
埋
納
慣
行

へ
転
じ
、
こ
れ
が
近
代
ま
で

つ
づ
く
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

地
中
埋
納
法
式
が
天
井
納
置
法
式
に
変
化
す
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
記
録
に

求
め
る
な
ら
ば
、
『長
秋
記
』
の
先
引
の
記
事
が
興
味
ぶ
か

い

一
例
と
な
る
。
重

出
す
る
な
ら
ば

「件
胞
衣
本
條
可
埋
地
之
由
所
見
云
々
、
錐
然
近
来
多
結
付
天
井

等
、
就
中
近
日
土
用
比
也
、
傍
埋
地
儀
可
有
揮
、
侃
沙
汰
良
暫
結
付
云
々
」
と
の

べ
る
内
容
で
あ
る
。
近
年
は
天
井
に
胞
衣
壷
を
結
び

つ
け
る
慣
行
が
再
三
見
ら
れ

る
と
い
う
社
会
的
動
向
を
主
た
る
根
拠
と
す
る
が
、

一
方
で
土
用
の
時
期
、
大
地

を
掘
穿
し
胞
衣
を
埋
め
る
こ
と
は
揮
り
あ
り
と
い

っ
た
別
の
立
場
か
ら
の
根
拠
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

根
拠
と
な

っ
た
土
用
は
、
暦
法
上
、
立
夏
の
前
十
八
日
を
春
の
土
用
、
立
秋
の

前
十
八
日
を
夏
の
土
用
、
立
冬
の
前
十
八
日
を
秋
の
土
用
、
立
春
の
前
十
八
日
を

冬

の
土
用
と
呼
び
、
『笛
篤
内
伝
」
に
も

「此
日
敢
以
不
致
犯
土
造
作
殺
生
悪
行

者
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
犯
土
造
作
と
い
っ
た
土
を
侵
す
作
業
が
慎
し
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
胞
衣
壷
の
地
中
埋
納
と
い
っ
た
呪
儀
も
、
犯
土
の
所
作
だ

け
に
土
用
の
期
間
は
此
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
陰
陽
師
の
種
々
の
勘

文
と
相
ま

っ
て
、
現
実
に
そ
の
日
程
を
得
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
に
な
る
と
い
う

一
面
が
見
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。

併
せ
て
土
中
埋
納
が
問
題
と
な
る
の
は

「
埋
納
」
の
本
質
と
係
る

一
面
、
た
と

え
ば
土
中

で
胞
衣
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
か
ら
く
る
怖
れ
で
あ
る
。

死
者
埋
葬
に
あ
た

っ
て
は
買
地
券
を
用
意
し
、
土
公
土
伯
土
父
母
か
ら
冥
界
の
墓

地
を
与
え
ら
れ
る
慣
行
が
存
在
す
る
の
に
対
し
胞
衣
埋
納
に
は
そ
う
し
た
買
地

に

関
連
す
る
想
い
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
『伊
勢
家
秘
書
誕
生
之
記
」

に
は
、
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「胎
衣
を
納
る
時
は
引
目
射
た
る
人
に
陰
陽
頭
を
そ
へ
て
二
人
吉
方
に
納
る
也
…
.・

地
に
穴
掘
り
四
方
石
垣
を

つ
き
、
胎
衣
を
納

、
石
の
蓋
を
し
て
か

へ
る
な
り
、
虫

な
ど
の
不
入
様
に
す
る
な
り
、
轟
入
は
見
煩
物
也
、
う
こ
か
ぬ
様
に
有
べ
し
」
と

い
っ
た
記
事
や
、
『
婦
人
養
草
』
の

「
田
舎

に
て
は
産
家

の
板
敷

の
下

へ
う
つ
み
、

又
か
さ
ね
て
の
産
す
る
時
も
同
所

に
埋
る
な
り
、
さ
れ
ば
不
浄
の
気
を
求
め
狐
狸

一
切
の
妖
獣
怪
鳥
こ
れ
を
う
か
が
い
、
産
の
時
障
擬
を
な
す
」
と
記
す
内
容
は
、

共
に
近
世
の
史
料
で
は
あ
る
が
胞
衣
埋
納
の

「埋
納
」
に
対
す
る
恐
れ
の

一
端
も

記
す
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

胞
衣
と
と
も
に
常

に
配
慮
さ
れ
る
膀
緒
が
丁
寧
に
生
者
の
傍
ら
、
屋
内

で
保
存

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
共
に
生
じ
た
胞
衣
に
つ
い
て
も
、

生
見
の
煩
い
の
根
源
、
産
や
病
な
ど
の
障
磯

の
根
源
と
な
る
こ
と
を
怖
れ
て
の
陽

極
-
天
井
納
置
法
式
の
採
用
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
天

井
は
生
者
の
世
界
に
あ
る
も
の
の
、
常
に
暗
冥
の
想
い
、
手

の
と
ど
か
ぬ
塵
芥

の

世
界
、
鼠

・
蛇
の
棲
息
す
る
空
間
と
し
て
の
想
い
も
あ
り
、
保
管

・
保
存
の
好
所

で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
種
々
の
問
題
が
惹
起
さ
れ
た
に
違

い
な
い
。
胞
衣
を
結

び
付
け
る
、
胞
衣
を
釣
る
と
い
う
各
書
の
記
載
は
天
井

で
の
そ
う
し
た
怖
れ
を
避

け
る
た
め
に
種
々
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

二
、
「御
頭
居
事
」
儀
考

「産
養

1
う
ぶ
や
し
な
い
」
と
呼
ば
れ
る
祝
儀
が
あ
る
。
出
産
後
、
初
日
夜
、

三
日
夜
、
五
日
夜
、
七
日
夜
、
九
日
夜
に
、
祝
宴
を
催
き
、
周
囲
か
ら
祝
品
を
贈

る
慣
行

で
あ
る
。
こ
の
祝
儀
の
典
型
的
な
姿
を
記
し
留
あ
て
い
る
の
は
、
初
日
夜

か
ら
九
日
夜
の
産
養
を
と
く

『
紫
式
部
日
記
』
と
足
利
義
勝
の
誕
生
記
録

『御
産

所
日
記
』

で
あ
る
。
後
者
は
永
享
六
年
二
月
九
日
誕
生
の
義
勝
の
初
夜
以
下
、
七

夜
、
後
七
夜
、
又
七
夜
に
至
る
詳
細
な
記
録
で
あ
る
。
「初
夜
御
祝
、
政
所
沙
汰
、

御
引
出
物
沼
田
調
進
、
自
公
方
下
行
有
、
五
百
疋
、
大
草
方
江
遣
之
、
若
君
御
引

出
物
、
銀
劔

一
腰
、
御
袋
御
方
、
練
貫

一
重
、
引
A口
十
帖
、
上
膓
、
練
貫

一
重
、

引
合
十
帖
、
御
乳
人
、
練
貫
萱
、
…

一
、
参
夜
御
祝
、
政
所
役
、
雑
掌
料
、
千
疋

遣
、
大
草
方
御
前
江
被
有
二
重
立
御
引
出
物
色
々
、
沼
田
調
進
、
自
公
方
御
下
行

之
、
御
所
様
御
成
、
式
三
鰍
、
其
後
御
肴
五
献
、
御
袋
御
方
、
練
貫

一
重
、
引
A口

十
帖
、
上
膓
御
方
、
同
前
、
御
乳
人
、
練
貫

一
ツ
、

一
、
十
三
日
、
五
夜
御
祝
、

管
領
参
勤
…
御
所
様
御
成
、
管
領
着
座
、
式
三
献
…
」
と
い
う
よ
う
に
進
捗
し
て

い
く
の
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
こ
う
し
た
祝
儀
の
毎
回
を
記
し
た
上
で

コ

、
初

夜
、
三
夜
、
五
夜
、
七
夜
、
又
七
夜
、
後
七
夜
、
御
祝
ノ
日
也
、
初
夜
三
夜
者
、

自
公
方
下
行
、
五
夜
七
夜
、
又
七
夜
、
後
七
夜
、
是
四
度
者
、
大
名
達
ノ
御
沙
汰
、

五
夜

ハ
時

ノ
管
領
、
七
夜

ハ
武
衛
、
又
七
夜

ハ
畠
山
殿
、
後
七
夜

ハ
山
名
殿
、
三

職

ハ
時

ノ
管
領
次
第
タ
ル
ベ
シ
、
此

ノ
時
ノ
御
引
出
物

ハ
御
出
生
御
方
江
二
重
、

御
袋
二
重
、
上
郎

ノ
御
方
二
重
、
御
乳
人

一
重
也
…
」
と
実
に
詳
細
で
あ
る
。

『蜷
川
親
元
記
』

で
も
寛
正
六
年
七
月
の
記
事
に

コ

、
同
産
所
御
祝
日
、
初

夜
今
月
廿
五
日
時
酉
政
所
方
沙
汰
也
、
三
夜
廿
八
日
時
同
、
五
夜
八
月

一
日
同
管
領
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仰
申
沙
汰
七
夜
七
日
同
細
川
殿
、
後
七
夜
十
日
同
延
引
十
六
治
部
大
夫
殿
、
又
七
夜

十
六
日
同
延
引
十
七
日
山
名
殿
」
と
い
っ
た
内
容
が
み
え
、
産
養

の
祝
儀

の
盛
大

さ
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た

「産
養
」
祝
儀
は

『
新
儀
式
』

に
皇
后
産
事
と
題
し
て

「皇
后
有
御

産
事
、
先
遣
中
使
被
奉
問
之
、
七
夜
仰
内
蔵
寮
、
令
設
饗
饅
、
有
賜
禄
物
或
殼
倉

院
設
屯
食
等
也
」
と
見
え
、
そ
の
成
立
の
古

さ
を
物
語

っ
て
い
る
。
『
績
日
本
記
』

に
は
聖
武
天
皇

「神
亀
四
年
閏
九
月
丁
卯
、
皇
子
誕
生
焉
、
十
月
癸
酉
産
後
第
七

日
天
皇
御
中
宮
、
為
皇
子
誕
生
赦
天
下
大
辟
罪
巳
下
、
又
賜
百
官
人
等
物
、
及
天

下
與
皇
子
同
日
産
者
、
布

一
端
、
綿
二
屯
、
稲
二
十
束
…
」
と
あ
り
、

「十

一
月

己
亥
、
天
皇
御
中
宮
、
大
政
官
及
八
省
、
各
上
表
奉
賀
皇
子
誕
育
、
井
献
玩
好
物
、

是
日
賜
宴
、
文
武
百
寮
巳
下
至
使
部
於
朝
堂
、
…
実
子
、
僧
綱
及
僧
尼
九
十
人
、

上
表
奉
賀
皇
子
誕
生
、
施
物
各
有
差
」

と
い

っ
た
産
養

に
係

る
記
事
が
見
え
、

『
日
本
紀
略
』
淳
和
天
皇

「天
長
四
年
五
月
甲
戌
、
此
夜
皇
后
誕
生
皇
子
男
也
、

庚
申
産
役
第
七
日
冷
然
院
賀
皇
子
新
誕
、
賜
五
位
巳
上
衣
被
、
十
二
月
癸
丑
、
設

服
御
物
及
飲
食
雑
賛
等
、
献
於
北
宮
、
賀
皇
子
誕
生
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
う

し
た
産
養

の
慣
行
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
記
録
を
追
い
並
べ
る
と
、
「
産
養
」
を
め
ぐ
る
慣
行

の
展
開
が
お

ぼ
ろ
げ
乍
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
奈
良
朝
に
は

「産
後
第
七
日
」

と
い
う
形
で
産
養
の
姿
が
登
場
し
、
『
紫
式
部
日
記
』

の
時
代

に
は

「
三
日
産
後

第
三
日
、
五
日
夜
産
後
第
五
日
、
七
日
の
夜
産
後
第
七
日
、
九
日
夜
産
後
第
九
日
」
と

い
う
形
の
産
養
が
記
録
さ
れ
、
奈
良
朝

の
産
養
が
産
後
第
七
日
を
中
心
に
展
開
す

る
面
が
あ

っ
た
も
の
を
、
産
後
第
三
日
か
ら
産
後
第
九
日
ま
で
の
間
、
産
後
第
五

・

第
七
日
を
介
在
さ
せ
四
回
の
産
養
を
確
立
し
て
い
る
様
子
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に

『御
産
所
日
記
』
や

『
蜷
川
親
元
記
』
で
は
、
「
初
夜
御
祝
、
三
夜

御
祝
、
五
夜
御
祝
、
七
夜
御
祝
、
後
七
夜
御
祝
、
又
七
夜
御
祝
」
と
い
う
六
回
の

産
養
が
説
か
れ
て
い
る
。
初
夜
御
祝
と
後
七
夜
、
又
七
夜
御
祝
が
付
加
さ
れ
、
前

代
存
し
た
産
後
第
九
日
が
消
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
(三
ー
五

-
七

ー
九
)

の
産

養
配
当
日
が

(
一
・
三

・
五

・
七

・
十
四

・
一
二

)
に
配
当
替
と
な

っ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
七
日
を
三
重
ね
配
当
す
る
背
景
に
は
忌
日
の
初
七
日
以

降
の
七
日
七
重
ね
の
配
当
観
と
同
様
な
想
い
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た

「産
養
」
の
祝
儀
の
中
で
注
目
さ
れ
る
記
事
を
の
こ
し
て
い
る
の
は

『後
愚
昧
記
』

で
あ
る
。
「永
和
三
年
六
月
廿
六
日
、
上
膓
産
気
分
…
、
無
為
平
産

皇
子
了
、
七
月
三
日
、
今
日
又
御
沐
浴
、
今
日
令
當
七
夜
給
、
傍
如
形
有
御
頭
居

事
、
是
強
飯
ヲ
圓

二
掬
テ
七
果
、
居
押
桶
蓋
、
敷
檀
紙
置
宮
御
方
御
枕
邊
、
強
飯

ヲ
ニ
ギ
ル
事
、
直
衡
勤
之
、
此
役
人
品
秩
未
知
先
規
事
也
、
所
詮
有
父
母
之
人
、

勤
之
條
為
先
規
云
々
、
此
家
僕
之
中
、
父
母
有
之
人
、
直
衡
ト
三
郎
男
雑
色
也
也
、

…
其
後
又
如
形
有
祝
著
之
儀
、

一
献
也
、
十
日
、
今
日
又
當
二
七
ケ
日
、
価
有
御

頭
居
事
、
如
先
度
、
但
員
数
十
四
也
、
十
七
日
、
今
旦

二
七
ケ
日
也
、
傍
又
有
御

頭
居
事
、
今
度
数
廿

一
也
」
と
い
う
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
記
事

に
見
え
る

「
御
頭
居
事
」
は

「く
び
す
え
の
こ
と
」
で
あ
り
、
生
ま
れ
て
日
浅

い
皇
子
だ
け

に
、
頸

(頭
)

の
据
ら
ぬ
こ
と
も
あ
り
、

一
七
日

(七
日
目
)
、

二
七

日

(
一
四

日
目
)
、
三
七
日

(
二

一
日
目
)
に

「御
頭
居
」
の
呪
儀
が
実
修
さ
れ
る
こ
と
を
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述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
呪
儀

の
実
態

は
、
「強
飯

ヲ
圓
に
掬

テ
七
果
、
居

押
桶
蓋
敷
檀
紙
」
の
言
葉
や

「強
飯

ヲ
ニ
ギ

ル
事
、
直
衡
勤
之
」
の
句
か
ら
窺

う

こ
と
が
で
き
る
。
家
僕
の
中
か
ら
父
母
の
存
命
す
る
男

一
人
を
撰
び
こ
う
し
た
強

飯
を
に
ぎ
る
ー
に
ぎ
り
飯
を

つ
く
ら
せ
る
の

で
あ
る
。
初
七
日
の
頭
居
呪
儀
で
は

押
桶
蓋

に
檀
紙
を
敷
き
、
上
に
七
個
の
握
飯
を
据
え
る
と
あ
り
、
二
七
日
の
頭
居

呪
儀

で
は
同
様
な
握
飯
を

一
四
個

つ
く
り
押
桶
蓋
の
敷
紙

ー
檀
紙

に
据
え
、
三
七

日
の
頭
居
呪
儀
で
は
廿

一
個
の
握
り
飯
を
蓋

の
檀
紙
上
に
据
え
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
強
飯
を
握
る
握
り
飯
は
、
普
通

「屯
食
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
間
の
こ
と
は

『
貞
丈
雑
記
』
に

「屯
食
と
云
は
、
に
ぎ
り
飯

の
事
也
…
強
飯
を
握
り
か
た
め

て

鳥
の
玉
子
の
如
く
丸
く
少
長
く
し
た
る
を
云
也
、
今
も
公
家
方
に
て
は
握
飯
を
ど

ん
じ
き
と
い
う
由
、
京
都

の
人
物
語
せ
り
」
と
い
う

一
文
か
ら
容
易
に
読
み
と
れ

る
の
で
あ
る
。

『中
右
記
』

に
は
、
元
永
二
年
皇
子
隆
誕
、
五
夜
、
七
夜
の
産
養
の
日
、
屯
食

を
中
門

の
外

に
昇
立

て
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
屯
食
は
産
養
に
参
加

す
る
人
々
の
食
事
と
し
て
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
初
七
、
二
七

(又
七
)、

三
七

(後
七
)
夜
に
も
屯
食
は
用
意
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
誕
生
し

た
皇
子

の
御
頭
居
の
呪
儀

に
用
い
る
握
り
飯
は
、
「屯
食
」

の
形
と
通
ず
る
も
の

で
あ
る
。
強
飯
を
材
と
し
こ
れ
を
握
る
こ
と
も
屯
食
の
材
、
製
法
と
共
通
す
る
だ

け
に

「屯
食
」
と
記
せ
ば
済
む
も
の
を
敢
え

て
屯
食
と
記
さ
な
い
点
は
、
屯
食
が

一
種

の
用
意
さ
れ
た
大
量
生
産

の
握
り
飯
で
あ
り
、
立
ち
働
い
た
り
集
会
し
た
人
々

へ
の

一
種
の
給
食

で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
場
合
は
誕
生
し
た
若
子
の

「御
頭
居
」

の
呪
儀
の
重
要
な
作
り
物
と
い
っ
た
性
格
が

つ
よ
い
所
か
ら
、
敢
え
て

「屯
食
」

と
は
呼
ば
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
呪
儀
の
聖
な
る
呪
材

で
あ
り
、
単
な
る
食
饅

で
は
な
い

「聖
性
を
帯
び
た
呪
材

ー
呪
的
な
作
り
物
」

で
あ

っ
た
可
能
性
が

つ
よ

い
の
で
あ
る
。
初
七
夜

に
七
果
、
二
七
夜
に

一
四
果
、
三
七
夜
に
二

一
果
の
握
り

飯
と
い
う
重
七
の
数
の
も

つ
呪
意
も
、

こ
の
握
り
飯
と

「頭
居
」
え
る
こ
と
と
の

関
係
で
な
り
た
つ
聖
性
と
重
な
り
A
口
う
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た

「御
頭
居
」
呪
儀
が
初
七
日
、
二
七
日

(後
七
夜
)
、
三
七
日

(又

七
夜
)
と
続
く
理
由
は
、
産
養
の
祝
儀
を
出
産
後
、
初
夜
、
三
夜
、
五
夜
、
後
七

夜
、
又
七
夜
と
続
け
る
、
そ
の
流
れ
に
重
ね
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
想
え
ば
、
死
者
追
善
の
場
合
、
忌
日
は
初
七

・
二
七

・
三
七

・
四
七
日
:
二

年

・
三
年
と
い
っ
た

一
〇
回
の
供
養
す
べ
き
日
と
し
て
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

産
養
の
世
界
に
も
相
似
た
体
系
-

一
・
三

・
五

・
初
七

・
二
七
日
・
三
七
日
と
い
っ

た
体
系
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
岸
を
離
れ
彼
岸

の
世
界
に
赴
く
死
者
の

歩
み
と
、
此
岸
に
誕
生
し
成
人
し
て
い
く
生
者
の
歩
み
が
、
対
構
造
を
と
っ
て
存

在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『後
愚
昧
記
」
と
は
少
々
趣
の
異
な
る
産
養
の
握
飯
を
説
く
の
は

『成
氏
年
中

行
事
』
で
あ
る
。
コ

若
君
姫
御
料
様
御
誕
生
之
時
…
三
日
五
日
七
夜

の
御
祝

ノ

時

ハ
、
五
合
行
器
ノ
台

ノ
様
ナ
ル
中

二
、
折

ヲ

一
曲
添
テ
、
白
強
飯
ヲ
ヒ
ラ
ク
ヲ

シ
テ
、
三
日
ノ
御
祝

ノ
時

ハ
御
具
足
三
、
五
日
ノ
時
五
、
七
夜
ノ
時
者
七
参
也
、

又
別
ノ
折
ノ
大
ナ
ル
ニ
白
強
飯

ヲ
モ
リ
、
カ
ワ
ラ
ケ
ニ
水
ヲ
入
テ
御

ハ
シ
ヲ
ソ
ヘ

テ
、
御
手
掛

ニ
オ
カ
レ
タ
ル
、
鳴
弦

ノ
役
人
両
人
参
テ
、
御

ハ
シ
ヲ
取
テ
、
カ
ワ
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ラ
ケ
ナ
ル
水
ヲ
手

二
付
テ
、
鳥

ノ
子

ノ
ナ
リ

ニ
握
リ
テ
、
三
日
ノ
御
祝
之
時
者
三

ナ
ラ
ベ
テ
置
ク
、
五
日
之
時

ハ
五

ニ
ギ
リ
テ
、
中

一二

、
四
角
之
方

二
四
置
、
七

夜
之
時

ハ
七

ニ
ギ
リ
テ
中

一二

、

マ
ワ
リ
ニ
六

ッ
オ
ク
ベ
シ
、
其
後
式
三
献
御
酒

ア
リ
、
是

ハ
詞
梨
帝

二
供
御
申
ア
ル
タ
メ
也
」
と
い

っ
た
興
味
ぶ
か
い
記
事
が
あ

る
。初

七

・
二
七

・
三
七
夜
の
握
り
飯
が
、
本
記
で
は
三
日

・
五
日

・
七
夜

の
御
祝

の
握
り
飯
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
初
七

・
二
七

・
三
七
夜
の
握
り
飯
と
い

う
整

っ
た
姿
が
変
化
し
、
三

・
五

・
七
夜
の
握
り
飯
と
い
う
形
と
な

っ
た
と
見
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
興
趣
を
惹
く
の
は
、
こ
の
握
り
飯
が

「鳥
ノ
子
ナ
リ
ニ
」
ー
鳥

卵
の
如
く
握
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
三
日
は
三
ケ
を
横

一
と
並
び
、
五
日
は
中
央

と
四
隅
、
七
日
は
中
央
と
六
方

に
配
置
す
る
と
い
っ
た
配
置
法
を
と
る
こ
と
で
あ

る
。
文
中
、
こ
の
握
飯
が

「御
頭
居
」

の
呪
儀

に
係
わ
る
も
の
と
の
説
明
は
全
く

な
い
が
、
握
り
飯
を
用
い
て
の
こ
う
し
た
呪
儀
が

「御
頭
居
」
に
発
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
間
然
と
し
て
疑
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
日
は
中
央
と
左
右
、

五
日
は
中
央
と
四
隅
、
七
日
は
中
央
と
六
方

と
い

っ
た
配
置
が
呪
的
性
格
を
帯
び

る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
説
く
ま
で
も
な
い
所
、
地
鎮
な
ど
の
鎮
物
配
置
と

脈
絡
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一

方
の
行
器
の
台
様

の
器
に
は
三
日
に
三
具
足
、
五
日
に
五
具
足
、
七
日
に
七
具
足

が
宛
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
具
足
の
配
置
も
恐
ら
く
握
り
飯
と
同
様
な
配
置
を

と

っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
呪
的
配
置
で
も

っ
て
、
具
足
、
握

り
飯
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と

「
御
頭
居
」
の
祝
儀
と
の
間
は
な
お
説
明
を
欠
き
不

明
瞭
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
具
足
、
握
り
飯
の
呪
的
配
置
が

一
種
の
鎮
魂
的
機
能

を
果
す
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

古
代
以
来
、
長
く
継
承
さ
れ
た

「産
養
」
の
流
れ
の
中
で
、
中
世
、
「御
頭
居
」

の
呪
儀
が
付
け
加
わ
り
、
産
養
の
儀
と
は
区
別
さ
れ
、
「御
頭
居
事
」

と
し

て
注

目
す
べ
き
展
開
を
み
せ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
恐
ら
く
鎌
倉
時
代
に
こ

う
し
た

「
御
頭
居
事
」
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
見
、
こ
う
し
た
呪
儀

は
常
々
規
範
と
な
る
典
拠
に
も
と
つ
く
だ
け
に
変
化
は
乏
し
い
の
で
あ
る
が
、
産

養
、
御
頭
居
事
と
い
っ
た
呪
儀
は
比
較
的
そ
の
変
遷
が
追
求
で
き
る
好
個
の
例
と

言
え
そ
う
で
あ
る
。

三
、
戴
餅
上
長
押
納
置
考

九
條
道
家
の
日
記

『玉
蘂
』

に
は
折
々
、
剋
目
さ
せ
ら
れ
る
記
事
が
あ
る
。
た

と
え
ば
巻
二
、
承
元
四
年
正
月

一
日
の
條
な
ど
は
そ
の

一
で
あ
る
。

「載
餅
」

と

題
し
て

コ

日
、
庚
寅
、
天
晴
、
風
静
、
先
有
小
児
戴
餅
事
、
於
寝
殿
東
面
妻
戸

有
此
事
、
余
令
戴
之
、
直
衣
冠
也
、
女
房

一
人
抱
児
、

一
人
持
餅
蓋
、

一
人
持
剣
、

先
取
餅
令
戴
乍
蓋
取
之
、
祝
詞
官
位
カ
タ
カ
レ
、
命
幸
力
タ
カ

レ
、

以
餅
三
度
當

頂
了
、
則
以
蓋
返
給
女
房
、
次
取
橘
触
頂
上
、
長
押
打
揚
三
成
橘
、
次
第
如
此
三

度
、
次
取
大
根
触
児
頂
、
詞
皆
如
此
了
、
又
打
揚
、
三
筋
、
(
件
餅
)
親
房
調
進

乳
母
也
、
餅
三
也
、
以
小
為
下
、
手
筥
蓋
蒔
絵
、
松
折
枝
如
衣
筥
蓋
、
其
勢
如
折
敷
敷

(紅
薄
様
)
二
重
置
之
、
橘
大
根
同
入
之
、
件
餅
須
用
火
切
也
、
而
執
柄
家
物
云
々
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、
価
難
叶
之
間
、
用
尋
常
餅
了
、
明
日
明
後

日
料
橘
大
根
等
入
折
櫃
献
之
、
次
不

改
装
束
、
見
歯
固
如
恒
、
女
房
同
之
、
祝
千
秋
萬
歳
而
巳
、
」

と
記
す
史
料
が
そ

れ
で
あ
る
。
正
月

一
日
、
小
児
に

「戴
餅
」
と
称
す
る

一
連
の
呪
儀
が
と
り
行
な

わ
れ
て
い
る
様
子
が
鮮
や
か
に
記
し
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の

『
玉
蘂
』
に
は
、

「戴
餅
」
に
つ
い
て
い
ま

一
ヶ
所
、
詳
細
な
記
事
が
の

こ
さ
れ
て
い
る
。
承
久
二
年
正
月

一
日
、
一
、日
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
コ

日
…

則
起
座
参
朝
餉
謁
女
房
婦
、
明
日
之
御
戴
頂
、
刻
限
白
昼
晴
カ
マ
シ
、
晩
頭
可
宜

之
由
有
仰
云
々
、
又
三
廻

一
巡
了
可
有
歎
、
各
三
及
歎
、
予
申
云
、
先

一
巡
了
、

次
又

一
巡
、
如
此
三
巡
也
、
先
例
如
此
者
」

と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
承
元

四
年
に
は
正
月

一
日
に

「戴
餅
」
の
呪
儀
が
実
修
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
承
久

二
年
正
月
は

一
日
に
行
な
わ
ず
正
月
二
日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、

一
日
は
そ
の
実
施
の
際
の
手
筈
を
道
家
と
女
房
婦
と
の
間
で
つ
め
、
ま
た
次
第
に

つ
い
て
の
疑
義
を
問
答
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
答
、

つ
め
は
正
月
二

日
に
も

つ
づ
い
て
い
る
。
「人
々
云
、
内
御
方
頻
有
御
尋
云
々
、
又
以
亮
資
頼
朝

臣
有
召
、
則
参
上
、
於
朝
餉
今
夜
御
戴
頂
之
儀
有
勅
問
、
其
所
不
可
装
束
放
、
予

申
云
、
無
別
御
装
束
之
由
見
日
記
、
然
者
中
々
不
可
及
沙
汰
歎
、
又
仰
云
、
三
反

ト
云

ハ
先
餅
、
次
大
根
、
次
橘
、
如
此
三
遍
歎
、
申
可
然
之
由
、
又
仰
云
、
餅

ハ

乍
蓋
可
取
歎
、
申
口
口
然
也
、
又
仰
云
、
橘

ハ
其
種
子
ヲ

一
丸

ツ
ツ
可
取
放
枝
欺
、

申
云
、
見
日
記
如
此
、
而
去
年
三
丸
橘
三
枝
被
入
之
、
若
然
者

一
枝

ツ
ツ
可
被
置

歎
、
若
三
丸

一
枝
候
者
、

一
丸
ツ
ツ
可
宜
歎
、
仰
云
、
然
者
早
可
渡
御
者
」、
「戴

餅
」
の
呪
儀
を
誤
る
こ
と
な
く
実
修
す
る
た
め
に
実
に
詳
細
に
疑
義
、
不
明
の
点

が
道
家
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
い
よ
い
よ
呪
儀
が
始
ま
る
。

「有
春
宮
御
戴
頂
事
、
其
儀
渡
御
干
内
御
方
、
此
間
主
上
御
萩
戸
内
、
予
依
仰

ス
ロ
頼
朝
臣
、
召
大
夫
井
権
亮
、
則
参
上
入
簾
中
、
権
亮
高
実
取
御
劔
、
候
戸
南

間
、
予
懐
笏
奉
懐
儲
君
、
立
戸
下
、
大
夫
指
笏
取
餅
蓋
立
、
火
切
餅
五
枚
、
主
上
、

乍
蓋
取
餅
、
当
御
頂
祝
言
日
、
位
カ
タ
カ
レ
、
命
幸
カ
タ
カ
レ
、
則
返
給
、
大
夫

以
取
大
根
、
其
末

ヲ
一
結

シ
テ
当
御
頂
、
祝
言
如
初
、
置
東
妻
戸
間
木
上
給
、
次

取
橘

一
丸
、
当
御
頂
、
祝
言
如
初
、
置
間
木
上
如
此
、
毎
度
如
此
畢
、
大
夫
置
餅

抜
笏
退
去
、
予
奉
懐
移
儲
君
於
女
房
退
去
、
権
亮
返
授
御
劔
於
女
房
退
去
、
則
還

御
如
初
」
と
い
う
次
第
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
の
次
第
に
付
さ
れ
た
詳
細
な

註
を
省
略
し
た
が
、
件
の
餅
は
院
よ
り
進
め
ら
れ
る
も
の
、
火
切
餅
五
枚
は
長
治

例
で
は
二
歳
の
御
時
三
枚
、
三
歳

の
御
時
五
枚
を
用
い
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
、

主
上
が
北
に
立
ち
道
家
は
南

に
立

つ
対
面
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
、
大
根
三
筋
、
橘

一
枝
、
三
丸
を
筥
に
入
れ
る
こ
と
、
御
劔
は
綿
袋
に
収
め
た
壷
切
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

九
條
道
家
の
日
記

『玉
蘂
』

に
見
え
る
彼
の
関
係
し
た

「戴
餅
」
の
呪
儀
は
以

上
に
二
つ
の
記
事
か
ら
そ
の
概
要
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
承
元

四
年
正
月

一
日
例
は
九
條
家
寝
殿
で
行
な
わ
れ
た
九
條
家
の
小
児
を
め
ぐ
る
戴
餅

の
儀

で
あ
り
、
後
者
承
和
二
年
正
月
二
日
例
は
左
大
臣
二
位
兼
行
皇
太
子
傅
と
し

て
の
職
責
に
基
づ
く
皇
太
子
の
戴
餅
の
儀
で
あ
る
。
承
元
四

(
一
二

一
〇
)
年
と

承
久
二

(
一
二
二
〇
)
年

の
間
は

一
〇
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
が
呪
儀
は
脈
々

と
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
記
中
に
長
治
例
を
引
い
て
火
切
餅
の
枚
数
を
説
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い
て
い
る
が
、
長
治
年
間
は

=

〇
四
～

一
一
〇
六
年
で
あ
り
、

一
世
紀
も
遡
る

古
き
か
ら
、
こ
う
し
た

「戴
餅
」
の
呪
儀
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
も
知
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
承
元
四
年
、
承
久
二
年
の
二
儀
と
関
係
し
て
注
目
さ
れ
る
記
事
が

あ
る
。
『玉
海
』
の
承
安
三
年
正
月

一
日
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
「参
関
白
第
、

是
當
腹
小
児
為
令
戴
餅
、
余
取
餅
乍
三
枚
取
之
不
取
蓋
令
戴
若
君
額
上
三
度
俗
有
祝

詞
歎
如
元
置
蓋
中
、
取
橘
井
歯
固
等
各
三
、
置
東
面
妻
戸
上
長
押
上
、
是
定
事
也
」

と
記
す

一
文
で
あ
り
、
「戴
餅
」

の
呪
儀
を
窺
わ
せ
る
内
容
で
あ
る
。
承
安
三
年

は

一
一
七
三
年
、
『玉
蘂
」

の
二
記
事
を
遡
る
こ
と
半
世
紀
の
記
事

で
あ
る
。

そ

の
間
、
内
容
に
さ
し
た
る
変
化
は
な
く
、
「
戴
餅
」
の
呪
儀
は
そ
の
次
第
、

そ
の

精
神
が
よ
く
譲
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
い
ま
、

一
、
二
の
変

化
を
追
え
ば
、
内
容
の
判
明
す
る
最
も
古
い
順
で
額
に
戴
く
法
式
が
、
『
玉
蘂
」

承
元
四
年
の
記
事
で
は
餅

・
橘

・
大
根
の
順

で
頂
に
戴
く
法
式

で
あ
り
、
承
久
二

年
の
記
事
で
は
餅

・
大
根

・
橘
の
順

で
頂
に
戴
く
法
式

に
変

っ
て
居
り
注
目
さ
れ

る
上
、
承
元
四
年
の
記
事
で
は
戴
餅
の
呪
儀

の
あ
と
歯
固

の
呪
儀
が

つ
づ
い
て
行

な
わ
れ
、
そ
の
意
味
で
は

『玉
海
』

の
承
安

三
年
例

の
餅

・
橘
井
歯
固
等
と
あ
る

事
実
と
関
連
し
合
う
が
、
承
久
二
年
例

で
は
歯
固
の
記
載
は
な
い
。
し
か
も
先
の

二
例
は
正
月

一
日
の
呪
儀

で
あ
る
の
に
対
し
、
承
久
二
年
例
は
正
月
二
日
の
呪
儀

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
承
久
二
年
例

で
の
変
化

が
題
著

で
あ
る
。
春
宮
戴
餅
の
故
か

と
も
考
え
る
が
定
か
で
は
な
い
。

正
月

一
日
、
「
歯
固
」
の
呪
儀
が
広
く
こ
の
時
代
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
『江
次

第
抄
』

に
は

「
御
歯
固
、
歯
謂
人
年
齢
也
、
歯
固
者
延
年
固
齢
之
義
也
、
禮
記
文

世
王
世
子
日
、
古
者
謂
年
齢
、
歯
亦
齢
也
」

と
そ
の
呪
義

の
本
義
が
説
か
れ
、

『世
諺
問
答
』
で
も

「正
月
、
問

て
云
、
同
日
元
日
歯
固
と
い
ひ
て
餅

ひ
か
が
み

に
む
か
ふ
事
は
い
か
な
る
こ
と
そ
や
、
答
、
人
は
歯
を
も

っ
て
命
と
す
る
が
ゆ
ゑ

に
歯
と
い
ふ
文
字
を
ば
よ
は
ひ
と
も
よ
む
な
り
、
歯
が
た
め
は
よ
は
ひ
を
か
た
む

る
心
な
り
、
も
ち
ひ
は
近
江
国
の
火
切
の
も
ち
ひ
を
用
ひ
侍
る
べ
き
こ
と
な
り
」

と
説
か
れ
て
そ
の
呪
意
の
あ
る
所
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
歯
固
の
品
は

『
江
家

次
第
」

に
よ
れ
ば

「大
根

一
圷
、
萬
串
刺
二
圷
、
押
鮎

一
圷
、
煮
塩
鮎

一
圷
、
猪

宍

一
圷
、
鹿
宍

一
圷
」
こ
れ
に
鏡
餅
三
枚
が
加
わ
る
の
で
あ
る
。
歯
固
の
呪
儀
と

戴
餅
の
呪
儀
は
、
と
も
に
正
月

一
日
実
修
の
呪
儀
で
あ
り
、
用
い
る
餅
も
鏡
餅
、

戴
餅
と
も
に
火
切
餅
で
あ
り
、
通
し
て
三
枚
で
あ
る
点
は
よ
く
共
通
す
る
。
加
え

て
、
「戴
餅
」

の
呪
儀
で
用
い
る
大
根
は
、
「歯
固
」

の
呪
儀
で
も
極
め
て
重
視
さ

れ
て
い
る
品
で
あ
る
。
通
常
正
月

一
日
は
歯
固
実
修
の
日
と
さ
れ
る
が
五
才
ま
で

の
小
児
を
も

つ
貴
紳

の
間
で
は
、
ほ
ぼ
相
似
た
意
味
-
呪
意
を
も
た
せ
た
特
別
な

呪
儀
と
し
て

「戴
餅
」

の
慣
行
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の

「戴
餅
」
と
も
関
連
す
る
の
が
誕
生
御
五
十
日
の
祝
で
あ
る
。
『
山
椀
記
』

に
は

「治
承
三
年
正
月
六
日
乙
丑
、
今
日
東
宮
御
五
十
日
也
、
早
旦
遣
買
市
餅
、

上
十
五
日
用
東
市
、
下
十
五
日
用
西
市
云
々
、
傍
今
度
兼
日
、
内
々
召
仰
彼
司
令
、

遣
料
米

一
石
、
…
…
大
属
中
原
成
挙
、
己
相
具
仕
丁
二
人
向
市
屋
、
持
参
市
餅
、

東
宮
出
御
御
座
、
此
間
供
市
餅
云
々
、
…
中
膓
女
房
二
人
、
但
先
是
摘
切
餅
五
十

果
入
銀
坑
、
以
摩
粉
和
摩
漿
煎
献
之
云
々
、
…
主
上
渡
御
、
東
宮
令
向
吉
方
給
、
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主
上
令
奉
含
御
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
細
註
に
は
主
上
が
市
餅
を
誕
生
御
五
十

日
の
小
児
に
含
ま
し
め
ら
れ
る
に
は

「
以
木
箸
三
度
、
令
奉
含
云
々
」
と
い

っ
た

法
式
の
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方

『
廣
義
門
院
御
産
記
』
に
は

「上
膓

取
所
摘
入
之
銀
坑
入
漿
煎
、
以
摩
古
木
摩
和
之
…
上
皇
以
木
ヒ
三
度
令
奉
含
餅
給
」

と
あ
り
、
市
餅
を
摘
み
入
れ
銀
坑

に
入
れ
、

漿
煎
を
い
れ
摩
古
木
で
こ
れ
を
摩
り

和
め
こ
れ
を
主
上
が
三
度
、
木
箸

(木
ヒ
)

で
含
ま
し
め
る
次
第
が
示
さ
れ
て
い

る
。
誕
生
御
五
十
日
の
赤
子
に
市
餅
を
こ
の
よ
う
に
し
て
口
に
含
ま
せ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
含
め
方
も
三
度
と

「戴
餅
」

・

「歯
固
」
と
よ
く
共
通
し
て
い
る
こ

と
が
判
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
く
る
と
、
誕
生
御
五
十
日
賀

で
の
餅
、
五
歳
ま
で
の
小

児
を
め
ぐ
る
元
日
の
戴
餅
、
成
人
後
毎
年
年
初

の
歯
固
餅
と
い
う
よ
う
に
人
生
の

節
目
節
目
に
餅
が
登
場
し
、
赤
子
に
は
口
に
含
め
、
小
児

に
は
頂
額

に
戴
か
せ
、

成
人
に
は
食
べ
さ
せ
る
形
で
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
赤

子
に
は
市
餅
を
三
度
、
成
人
に
は
歯
固
餅
を
三
度
と
い
う
三
縁

で
取
扱
う
の
に
対

し
、
小
児
の
戴
餅
の
慣
行
は
餅

・
橘

・
大
根

の
三
種
を
そ
れ
ぞ
れ
上
長
押

・
間
木

に
三
度
打
ち
揚
げ
る
、
打
ち
上
げ
る
と
い
う
三
重
縁
と
も
い
う
べ
き
特
色
あ
る
呪

作
を
伴

っ
て
い
る
。
格
段
の
意
が
払
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ

の
打
ち
揚
げ

・
打
ち
上
げ
る
呪
作
は
上
長
押
、
問
木
の
上
と
深
く
係
わ
り
合

っ
て

い
る
。
上
長
押
と
間
木
は
土
ハ
に
今
日
の

「
長
押
」
と
見
て
よ
い
構
造
で
あ
る
。
寝

殿
東
面
妻
戸
と
い
う
場
も
寝
殿

・
東
面

・
妻
戸
が
そ
の
場
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
東

面
は
陽
気
横
溢
の
方
角
で
あ
り
、

上
長
押
は
下
長
押
に
対
し
て
高
く
陽
気
充
満
の
方
と
見
て
よ
い
だ
け
に
方
角

・
場

の
設
定
に
強
く
意
識
が
働
い
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
火
切
餅

・
大
根

・
橘

が
上
げ
置
か
れ
る
、
そ
う
し
た
極
め
て
重
要
な
場
に
長
押
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と

は
、
胞
衣
壷
の
天
井
配
置
と
も
重
ね
て
考
え
る
な
ら
ば
実
に
興
味
深
い
意
義
を
荷

う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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